
別
府
荻
屋
も
の
が
た
り

　
天
保
十
二
年
（
一
八
三
九
）
丑
十
一
月
廿
一
日
、
府
内
藩
の
御

隠
居
閑
山
公
が
江
戸
よ
り
の
帰
途
、
家
来
の
役
人
を
伴
っ
て
別
府

村
の
仏
誕
を
一
夜
の
宿
と
し
た
。
仏
誕
の
当
主
荒
全
市
三
郎
（
二

代
目
市
郎
兵
衛
）
は
、
閑
山
公
よ
り
お
土
産
と
し
て
黒
羽
二
重
御

紋
付
を
、
母
ミ
キ
に
八
端
ち
り
め
ん
、
儀
八
郎
も
全
五
百
疋
を
頂

戴
し
た
。
酒
遺
業
を
営
む
仏
誕
は
、
わ
ざ
わ
ざ
上
方
よ
り
取
寄
せ

た
銘
酒
「
白
梅
」
壱
挺
に
雁
壱
羽
を
献
上
し
て
も
て
な
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
諸
用
留
）

　
前
藩
主
閑
山
公
（
近
訓
）
の
府
内
入
り
は
、
藩
主
近
信
が
夭
逝

し
た
の
で
急
養
子
に
迎
え
た
近
説
を
後
見
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

府
内
藩
は
、
閑
山
公
が
藩
主
の
時
分
か
ら
勝
手
元
が
苦
し
く
、
借

銀
に
明
け
暮
れ
て
い
た
が
、
帰
藩
途
中
に
、
府
内
と
目
と
鼻
の
場

所
に
あ
る
仏
誕
に
あ
え
て
投
宿
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
下
心
あ
っ

て
の
事
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
前
藩
主
一
行
の
宿
を
賄
っ

入
　
江
　
秀
　
利

た
荻
屋
の
身
上
は
、
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
荻
屋
は
大
百
姓
で
酒
造
業
や
生
姜
・
七
島
趨
販
売
を
営
む
ほ
か

に
、
府
内
藩
の
御
用
達
や
土
呂
久
銀
山
で
賑
わ
う
延
岡
藩
の
蔵
元

も
つ
と
め
て
い
た
。

　
ど
こ
に
も
、
「
○
○
様
に
は
及
び
も
な
い
が
、
せ
め
て
な
り
た

や
殿
様
に
」
な
ど
と
い
う
戯
歌
が
あ
る
が
、
別
府
村
に
約
二
十
町

歩
の
田
畑
を
持
ち
、
浜
脇
か
ら
境
川
ま
で
他
人
の
土
地
を
踏
ま
ず

に
行
け
る
、
と
い
わ
れ
た
別
府
村
の
俣
屋
も
そ
の
類
で
あ
っ
た
。

　
俣
屋
の
屋
敷
は
、
秋
葉
神
社
の
南
の
一
角
で
、
庭
の
泉
水
に
伝

馬
船
が
浮
か
べ
て
あ
っ
た
ほ
ど
の
大
邸
宅
で
、
の
ち
に
、
旧
国
道

を
越
え
て
東
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
今
の
レ
ン
ガ
ホ
ー
ル
の
所

に
あ
っ
た
土
蔵
作
り
の
建
物
の
一
部
が
、
松
原
の
高
野
山
に
移
築

さ
れ
て
本
堂
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　
不
思
議
な
こ
と
に
、
江
戸
期
末
期
に
別
府
村
を
席
巻
し
た
荻
屋
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安政四年十二月出火・南の端が俣屋

の
文
書
、
記
録
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
荒
金
儀
八

郎
が
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
よ
り
萬
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
ま

で
の
出
来
事
を
備
忘
録
と
し
て
二
六
枚
の
半
紙
に
綴
っ
た
「
諸
用

留
」
が
唯
一
の
文
書
と
い
っ
て
も
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
伎
屋
の

事
跡
は
、
他
の
古
文
書
に
散
見
す
る
当
家
に
関
連
す
る
記
事
と
、

逸
話
や
口
碑
伝
承
に
よ
っ
て
類
推
す
る
外
は
な
い
。

　
荻
屋
の
出
自
も
ま
た
謎
で
あ
る
。

　
俣
屋
の
菩
提
寺
で
あ
る
西
法
寺
に
娘
が
嫁
い
だ
時
に
持
参
し
た

と
い
わ
れ
る
「
荒
金
家
代
々
系
図
」
が
あ
る
。
承
応
元
年
（
一
六

二
五
）
九
月
吉
日
に
荒
金
五
郎
兵
衛
藤
原
則
治
が
書
き
起
こ
し
た

系
図
を
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
七
月
に
儀
八
郎
が
書
き
写

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
系
図
は
、

「
十
九
代
　
荒
金
甚
左
衛
門
長
規
浜
脇
庄
屋
、
元
和
五
年
七
月
十

　
三
日
没
」

で
切
れ
て
い
る
。
最
後
の
長
規
か
ら
儀
八
郎
ま
で
に
は
二
百
三
十

年
間
も
空
白
が
あ
る
。
催
眠
荒
金
家
は
田
野
口
村
よ
り
起
こ
る
と

い
わ
れ
る
が
、
田
野
口
村
に
荒
金
氏
が
定
住
し
た
の
は
、
十
六
代
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荒
金
五
郎
左
衛
門
長
斎
の
二
男
定
澄
の
孫
、
荒
金
藤
左
衛
門
保
忠

の
時
か
ら
で
、
空
白
は
更
に
広
が
る
。
（
別
府
今
昔
）

　
市
立
図
書
館
に
福
田
紫
城
氏
が
書
い
た
「
煙
草
屋
興
亡
史
談
」

が
あ
る
。
こ
れ
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
宝
永
年
間
の
末
頃
（
一
七
〇
八
？
）
、
日
向
高
千
穂
長
崎
村
の

三
治
と
い
う
煙
草
行
商
人
が
、
そ
の
実
直
さ
を
気
に
入
ら
れ
て
、

田
野
口
村
の
旧
家
荒
金
惣
右
衛
門
の
婿
養
子
に
な
り
、
別
府
村
の

南
町
に
見
世
を
開
い
て
煙
草
売
り
を
渡
世
と
し
た
。
三
治
は
市
郎

右
衛
門
と
名
乗
り
、
正
徳
四
年
に
一
子
市
郎
兵
衛
を
も
う
け
た
。

市
郎
右
衛
門
は
「
城
島
の
煙
草
」
を
販
路
に
の
せ
て
成
功
し
た
と

い
わ
れ
る
。

　
市
郎
兵
衛
は
市
郎
右
衛
門
の
家
業
を
受
け
継
い
で
身
上
を
殖
や

し
た
。
や
が
て
、
寛
延
元
年
に
長
男
通
告
を
も
う
け
て
安
永
二
年

に
病
没
し
た
。
当
時
二
五
才
に
な
っ
て
い
た
通
告
に
は
祖
父
市
郎

右
衛
門
が
後
見
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
通
吉
は
生
来
侠
気
に
富
み
素
行
が
荒
ら
か
っ
た
の

で
、
祖
父
の
市
郎
右
衛
門
は
通
告
を
勘
当
し
て
、
隣
家
の
旧
家
茶

屋
河
村
萬
右
衛
門
の
三
男
を
孫
娘
の
婿
養
子
に
し
て
、
市
郎
兵
衛

を
襲
名
さ
せ
て
俣
屋
を
継
が
せ
た
。

　
勘
当
に
な
っ
た
通
告
は
日
田
郡
代
の
青
田
検
見
役
の
下
人
と
な
っ

て
働
い
て
い
た
が
、
四
十
才
の
時
、
天
明
の
飢
饉
の
時
に
百
姓
一

揆
を
扇
動
し
た
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て
日
田
を
追
放
さ
れ
た
。
別
府

に
舞
い
戻
っ
た
通
告
は
長
州
下
関
の
期
米
相
場
を
は
じ
め
た
。
当

時
、
闇
米
の
相
場
は
峠
を
結
ぶ
矩
火
の
信
号
で
、
そ
の
夜
の
う
ち

に
豊
後
に
ま
で
知
れ
た
と
い
う
。
通
告
は
青
田
検
見
役
で
得
た
知

識
を
元
手
に
し
て
か
な
り
の
大
金
を
稼
い
だ
。

　
通
告
は
、
さ
ら
に
大
坂
に
登
っ
て
米
穀
問
屋
の
手
代
に
住
み
込

み
米
相
場
を
研
究
し
た
上
、
堂
島
で
手
張
り
を
は
じ
め
て
三
年
後

に
は
二
百
萬
両
の
巨
利
を
得
て
別
府
村
に
帰
っ
て
来
た
と
い
う
。

　
狭
量
の
婿
養
子
市
郎
兵
衛
は
、
通
告
に
家
督
の
相
続
を
勧
め
た

が
、
通
告
は
仲
町
に
新
居
を
建
て
て
分
家
を
起
こ
し
、
市
郎
兵
衛

通
告
を
名
乗
っ
た
。

　
通
吉
は
、
乙
津
村
の
庄
屋
池
辺
家
の
三
男
儀
ハ
郎
通
直
を
娘
婿

に
迎
え
て
、
相
変
わ
ら
ず
堂
島
に
出
掛
け
て
米
相
場
を
張
っ
て
い

た
が
、
享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
の
春
、
相
場
を
打
ち
止
め
に
し

て
隠
居
し
た
。
通
告
は
、
中
町
に
屋
敷
を
構
え
て
以
来
、
貧
し
い

者
に
金
を
貸
し
て
も
返
済
の
催
促
を
せ
ず
、
む
し
ろ
、
盆
や
年
越

し
の
夜
半
に
銀
子
を
投
げ
込
ん
で
廻
っ
て
、
陰
徳
を
積
ん
だ
と
言
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わ
れ
る
。
通
吉
は
文
化
元
年
に
逝
去
し
た
。
義
ハ
郎
は
文
化
二
年

に
酒
造
業
を
創
め
。
た
本
家
の
市
郎
兵
衛
を
た
す
け
て
家
業
の
発
展

に
努
め
た
。
俣
屋
の
身
上
は
義
ハ
郎
の
信
望
の
上
に
築
か
れ
た
と

も
い
わ
れ
る
。

　
儀
ハ
郎
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
市
三
郎
（
市
郎
兵
衛
）

を
も
う
け
た
が
、
市
三
郎
は
本
家
の
市
郎
兵
衛
の
遺
言
に
よ
り
荻

屋
を
相
続
し
た
。
そ
れ
以
後
は
、
分
家
の
父
儀
八
郎
と
力
を
合
わ

せ
て
本
家
の
興
隆
を
は
か
り
荻
屋
は
全
盛
期
を
迎
え
た
。

　
分
家
の
儀
八
郎
は
、
豊
前
宇
ノ
島
字
中
須
賀
の
俳
人
半
仏
の
弟

宗
十
郎
（
丘
烏
）
を
養
子
に
迎
え
、
市
郎
兵
衛
の
娘
（
儀
ハ
郎
の

孫
）
を
嫁
に
し
て
、
荻
屋
一
族
の
結
束
を
固
め
た
。

　
市
郎
兵
衛
（
市
三
郎
）
の
子
、
猪
六
は
造
り
酒
屋
を
引
き
継
ぎ

明
治
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
煙
草
屋
興
亡
史
談
」
は
、
出
典
及
び
史
料
が
示
さ
れ
て
な
い

の
で
、
史
実
と
は
断
定
し
が
た
い
が
、
恐
ら
く
逸
話
や
伝
承
を
も

と
に
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
俣
屋
の
商
い
の
元
で

あ
っ
た
「
城
島
煙
草
」
に
つ
い
て
も
、
江
戸
期
末
か
ら
明
治
初
期

の
産
物
を
あ
げ
て
い
る
「
郡
村
誌
」
に
は
城
島
で
の
煙
草
栽
培
は

記
さ
れ
て
い
な
い
し
、
通
吉
の
米
相
場
に
つ
い
て
の
史
料
も
傍
証

も
な
い
。
な
に
し
ろ
、
俣
屋
の
暖
簾
を
起
こ
し
た
元
祖
、
日
向
の

産
三
治
の
出
自
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
霧
の
中
で
あ
る
。

　
南
町
に
煙
草
見
世
を
出
し
た
荻
屋
は
、
最
初
か
ら
商
い
が
順
調

で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
田
野
口

村
庄
屋
の
荒
金
久
左
衛
門
が
、
横
灘
の
荒
金
一
統
に
呼
び
掛
け
て

長
松
寺
に
阿
弥
陀
堂
を
造
営
す
る
寄
金
を
募
っ
た
が
、
市
郎
右
衛

門
三
治
は
ま
だ
そ
れ
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、

天
明
九
年
三
月
の
巡
見
使
一
行
は
、
別
府
村
庄
屋
の
綿
服
堀
ハ
良

左
衛
門
、
南
町
の
梅
屋
萬
蔵
、
浜
脇
の
備
前
屋
市
郎
宅
に
休
息
し

た
が
、
荻
屋
に
は
ま
だ
巡
見
使
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
資
力
も
格

式
も
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
荻
屋
一
門
の
台
頭
を
物
語
る
も
の
は
、
朝
見
ハ
幡
様
の
神
幸
道

で
あ
っ
た
朝
見
川
の
北
岸
（
幸
神
仏
）
に
建
つ
石
鳥
居
で
あ
る
。

銘
は
寛
政
三
年
荒
金
市
郎
兵
衛
と
あ
る
。
市
郎
兵
衛
通
告
が
別
府

に
帰
っ
て
仲
町
に
分
家
を
建
て
た
頃
の
も
の
で
あ
る
。
荻
屋
の
隆

盛
は
、
河
村
家
よ
り
の
援
助
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、
分
家
の
儀
ハ

郎
と
本
家
を
相
続
し
た
市
三
郎
（
本
家
二
代
目
市
郎
兵
衛
）
ら
に

才
覚
が
あ
り
、
そ
の
努
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
享

和
年
代
以
降
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
さ
に
新
興
成
金
と
い
っ
て
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幸神仏の鳥居（寛政三年1792）

も
よ
い
。

　
荒
屋
の
富
は
、
鶴
見
山
の
松
葉
ラ
ン
を
一
手
に
集
め
て
江
戸
に

運
ん
で
儲
け
た
と
か
、
大
友
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
渡
来
し
た
煙

草
の
栽
培
権
な
い
し
は
販
売
権
を
独
占
し
て
得
た
な
ど
と
巷
間
伝

え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
根
拠
が
な
い
。
（
別
府
今
昔
）

　
屋
号
の
示
す
と
お
り
初
代
が
煙
草
を
扱
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

代
が
替
る
と
、
荒
屋
は
広
大
な
田
地
を
手
に
入
れ
、
米
を
原
料
と

し
た
酒
遺
業
が
生
業
と
な
っ
た
。
朝
見
川
の
あ
ち
こ
ち
に
仕
掛
け

た
荒
屋
の
水
車
が
昼
夜
を
分
け
ず
精
米
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　
儀
ハ
郎
の
「
諸
用
留
」
、
天
保
七
中
年
の
書
留
め
に
、

一
、
酒
遣
米
高
　
千
石

此
三
分
一
　
三
百
三
十
三
石

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

と
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
天
保
の
飢
饉
の
た
め
米
価
が
急
騰
し

た
の
で
、
米
を
市
場
に
流
す
た
め
に
、
酒
遣
米
を
従
来
の
三
分
一

に
減
す
よ
う
に
と
い
う
御
触
れ
に
応
え
た
書
付
け
で
あ
る
。
荻
屋

は
例
年
じ
つ
に
千
石
の
米
を
酒
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
南
町
の
荻
屋
は
「
本
家
新
宅
合
わ
せ
て
城
郭
の
よ
う
な
邸
内
に

勘
定
方
、
倉
士
な
ど
の
使
用
人
の
下
屋
敷
が
周
囲
を
と
り
ま
く
よ
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う
に
外
角
を
形
成
し
て
い
た
。
本
宅
に
は
、
十
畳
以
上
の
座
敷
が

十
四
室
、
広
書
院
三
室
、
茶
亭
二
つ
、
部
屋
の
総
数
八
十
室
を
こ

え
た
。
」
こ
の
大
邸
宅
は
、
横
灘
の
ど
こ
よ
り
も
壮
大
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
天
保
九
年
三
月
に
は
、
日
田
郡
代
寺
西
蔵
太
が
旅

の
途
中
に
宿
泊
し
た
り
、
‘
同
年
間
四
月
に
は
、
大
巡
見
使
の
旗
本

平
岩
七
之
助
主
従
三
十
七
名
が
、
昼
休
み
に
休
憩
し
た
。
こ
の
時

一
行
の
片
桐
初
回
は
西
法
寺
、
三
枝
平
左
衛
門
は
、
計
や
繁
右
衛

門
宅
に
そ
れ
ぞ
れ
休
憩
し
た
。
蔵
屋
は
す
で
に
別
府
村
の
名
家
に

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
に
に
あ
げ
た
松
平
（
大
給
）
近
訓
が

汪
戸
よ
り
の
帰
途
来
泊
し
た
の
も
こ
の
当
時
の
こ
と
で
あ
る
。

　
儀
ハ
郎
は
商
人
と
し
て
の
才
覚
の
ほ
か
に
、
豊
か
な
教
貴
人
で

あ
り
風
流
を
嗜
み
、
二
十
才
で
八
工
房
屋
島
宗
匠
に
師
事
し
て
所

思
亭
伍
尺
の
号
を
許
さ
れ
た
。
ま
た
、
梅
守
、
梅
亭
、
香
影
、
長

石
な
ど
の
俳
号
を
も
ち
、
宗
匠
と
し
て
近
郷
の
俳
人
の
面
倒
を
よ

く
見
た
。
（
別
府
今
昔
）

　
ま
た
、
儀
八
郎
は
乙
津
村
の
碩
学
後
藤
須
田
（
今
四
郎
）
と
睨

懇
で
、
碩
田
を
通
じ
て
田
他
村
竹
田
や
帆
足
杏
雨
、
毛
利
空
桑
な

ど
多
く
の
文
化
人
と
知
己
を
得
た
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
田

能
村
竹
田
が
儀
ハ
郎
を
訪
れ
て
、
蔵
匿
の
離
座
敷
で
南
画
「
暗
香

紙衣を着た荒余呉石（明治元年頃）

疎
影
図
」
　
（
重
要
文
化
財
）
を
描
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

　
　
一
方
、
文
久
三
年
の
春
、
長
崎
の
外
国
人
が
も
た
ら
し
た
電
話

機
を
使
っ
て
、
南
町
の
本
家
と
西
法
寺
の
間
に
電
線
を
架
け
て
通

話
の
実
験
を
し
た
が
、
沢
山
の
見
物
人
が
つ
め
か
け
た
の
で
、
高

松
役
所
の
役
人
が
出
張
し
て
中
止
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、

慶
応
元
年
二
月
、
竹
中
傅
古
と
い
う
写
真
家
が
別
府
を
訪
れ
て
、

荻
屋
一
族
の
写
真
を
撮
っ
た
。
写
真
は
高
価
な
う
え
に
、
命
を
吸

い
取
る
と
思
っ
て
い
た
時
で
あ
る
。
行
灯
か
ら
い
ち
早
く
石
油
ラ

ン
プ
に
切
り
替
え
た
の
も
荻
屋
で
あ
っ
た
。
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萬
延
三
年
二
月
、
「
西
洋
砲
術
製
薬
其
外
御
教
授
方
江
戸
御
役

人
」
を
偽
称
す
る
浪
人
福
原
麟
之
助
に
舎
密
術
（
化
学
）
を
習
っ

て
火
薬
や
リ
ン
を
作
っ
た
儀
八
郎
の
子
宗
十
郎
や
本
家
の
孫
猪
六

が
長
崎
奉
行
に
検
挙
さ
れ
た
事
件
も
あ
っ
た
。
進
取
の
気
性
が
禍

し
た
事
件
で
あ
っ
た
。
（
史
談
三
号
「
ポ
ス
ポ
ー
ル
」
参
照
）

朝
見
ハ
幡
宮
は
別
府
村
の
産
土
神
で
、
氏
子
の
銃
座
は
の
石
鳥
居

（
寛
敬
三
）
の
ほ
か
に
、
境
内
に
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に

市
郎
兵
衛
が
寄
進
し
た
石
灯
脆
が
あ
る
。
し
か
し
、
朝
見
ハ
幡
宮

に
は
信
仰
以
ヒ
の
因
縁
が
あ
っ
た
。
銃
座
は
本
業
で
あ
っ
た
進
酒

屋
も
手
広
く
な
り
、
酒
の
仕
込
み
や
飲
料
水
と
し
て
、
吉
備
山
井

出
の
平
の
清
水
を
南
町
ま
で
引
い
た
。
清
水
は
ハ
幡
様
の
杉
を
分

け
て
貰
っ
て
作
っ
た
樋
で
引
く
こ
と
が
で
き
た
。
嘉
永
三
年
に
銃

屋
が
参
道
の
石
畳
み
を
寄
進
し
た
の
は
こ
の
礼
の
た
め
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
こ
の
時
、
商
売
の
ひ
ょ
う
た
ん
徳
利
と
盃
形
の
切

り
石
を
敷
き
こ
ん
だ
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
大
評
判
に
な
っ
て
か
え
っ

て
宣
伝
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
余
っ
た
水
は
三
ケ
所
に
切
り
石

の
水
槽
を
作
り
近
所
の
者
に
自
由
に
汲
ま
せ
た
。
渇
水
期
で
も
豊

か
な
水
が
あ
っ
た
の
で
銃
座
の
水
と
呼
ば
れ
重
宝
が
ら
れ
た
。

　
儀
ハ
郎
や
市
郎
兵
衛
は
先
代
に
倣
っ
て
貧
し
い
村
人
に
、
盆
正

参道のひょうたん・さかずき

月
に
金
品
を
与
え
た
の
で
、
農
繁
期
に
は
大
勢
の
者
が
加
勢
に
き

た
た
と
い
う
。
ま
た
、
災
害
や
飢
饉
の
お
り
に
は
他
村
の
者
に
ま

で
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
た
。

一
、
冬
分
困
窮
の
小
前
へ
別
府
村
跳
梁
市
郎
兵
衛
殿
よ
り
銀
子
下

　
　
さ
れ
候
　
組
内
貰
い
候
者
は
茂
右
衛
門
、
大
兵
衛
、
次
作
、

　
　
長
兵
衛
　
此
の
四
人
　
亦
々
久
左
衛
門
、
孝
次
、
ハ
左
衛
門
、
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策
左
衛
門
、
な
ど
も
少
々
づ
つ
施
行
こ
れ
あ
り
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
家
宝
珍
事
記
・
中
石
垣
村
）

こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
で
、
儀
ハ
郎
も
市
郎
兵
衛
も
度
々
高
松
役
所

よ
り
褒
賞
を
受
け
て
い
る
。

　
儀
ハ
郎
の
後
見
で
荒
屋
本
家
は
市
郎
兵
衛
、
猪
六
と
順
調
に
業

績
を
の
ば
し
、
本
家
の
「
や
ま
た
」
、
分
家
の
「
か
ね
た
」
　
「
ま

る
た
」
　
「
か
く
た
」
　
「
や
ま
じ
ょ
う
」
と
分
家
の
屋
号
も
増
え
、

商
い
も
手
広
く
な
っ
て
い
っ
た
。
扱
う
商
品
も
本
業
の
酒
の
ほ
か

に
七
島
延
や
生
姜
の
物
産
な
ど
に
も
手
を
広
げ
、
つ
い
に
は
回
漕

業
に
ま
で
手
を
延
ば
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
頃
の
荒
屋
の
蓄
財
に
つ
い
て
、
一
説
に
は
、
荒
屋
の
身
上

を
担
保
に
高
野
山
か
ら
委
託
さ
れ
て
高
野
金
の
融
資
を
行
な
い
、

そ
の
利
殖
の
一
部
を
受
け
取
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
高
野
山
は
そ
の

功
績
で
山
内
に
荒
屋
名
義
の
杉
・
檜
の
造
林
を
認
め
た
が
、
大
正

(表)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

十
二
年
に
荻
屋
が
倒
産
し
た
と
き
、
そ
の
山
林
を
売
却
し
て
わ
ず
　
　
磋

か
な
資
産
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
後
日
談
が
あ
る
。

　
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
、
別
府
の
村
々
が
肥
後
藩
預
り
と
な

り
、
市
郎
兵
衛
は
そ
の
す
す
め
で
幕
府
に
多
額
の
征
長
金
（
長
州

出
兵
の
費
用
）
を
寄
進
し
て
、
そ
の
功
に
よ
り
一
代
名
字
帯
刀
を

許
さ
れ
、
晴
れ
て
浜
脇
村
の
庄
屋
に
任
命
さ
れ
た
。
（
豊
後
国
御

預
所
一
巻
）
た
だ
、
荒
金
氏
は
小
浦
村
庄
屋
脇
谷
氏
と
同
様
幕
府

の
恩
恵
に
よ
り
庄
屋
に
な
り
、
寄
合
所
で
も
共
に
他
の
庄
屋
の
上

座
に
座
し
て
い
た
が
、
御
一
新
に
な
っ
て
一
時
姿
を
く
ら
ま
し
た

と
い
う
笑
え
な
い
話
も
あ
る
が
、
市
郎
兵
衛
は
明
治
五
年
に
大
十

五
小
区
の
副
戸
長
と
な
っ
て
い
る
。
（
明
治
維
新
資
料
）

　
維
新
後
、
別
府
の
村
々
は
肥
後
預
所
か
ら
日
田
県
知
県
事
、
根

方
正
義
の
支
配
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
別
府
に
は
肥

た
ば
こ
札
（
明
治
三
年
）
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後
・
府
内
・
岡
・
延
岡
藩
な
ど
の
藩
札
が
通
用
し
て
い
た
。
中
で

も
延
岡
藩
の
千
歳
札
は
、
も
っ
と
も
信
用
の
お
け
る
藩
札
で
あ
っ

た
。
跳
梁
は
、
北
浜
（
延
岡
倉
）
や
浜
脇
（
天
領
倉
）
に
あ
る
米

蔵
の
蔵
元
で
あ
っ
た
。
荒
屋
は
豊
富
な
資
産
と
延
岡
藩
の
豊
か
な

経
済
力
を
背
景
に
し
て
銀
札
の
発
行
を
許
可
さ
れ
た
。
こ
れ
を

「
た
ば
こ
や
札
」
と
い
い
盛
ん
に
流
通
し
た
。

　
明
治
二
年
に
儀
ハ
郎
が
没
し
、
市
郎
兵
衛
に
世
帯
を
譲
ら
れ
た

猪
六
は
家
業
を
継
い
だ
が
、
時
代
が
移
り
政
治
や
経
済
の
急
速
な

変
化
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、
凋
落
の
一
歩
を
た
ど
っ
た
よ
う

に
あ
る
。

　
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
跳
梁
の
決
定
的
な
っ
ま
ず
き

は
、
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
で
、
大
政
回
礼
と
の
両
替
を
強
要
さ

れ
た
西
郷
札
が
、
西
郷
軍
の
敗
戦
で
全
て
が
紙
屑
同
然
に
な
り
莫

大
な
損
害
を
受
け
た
こ
と
に
始
ま
る
。
ま
た
、
時
代
を
先
取
り
に

し
て
別
府
大
阪
間
の
貨
客
運
送
会
社
を
は
じ
め
た
が
、
宣
伝
費
や

人
件
費
が
嵩
み
経
営
が
思
わ
し
く
な
く
、
株
主
が
猪
六
に
株
を
押

し
つ
け
て
退
社
す
る
な
ど
不
運
が
つ
づ
い
た
。
明
治
二
六
年
十
月
、

暴
風
雨
に
あ
っ
た
山
城
丸
が
宇
和
島
沖
で
沈
没
し
て
、
乗
員
・
旅

客
の
溺
死
や
貨
物
の
流
失
な
ど
で
大
損
害
を
受
け
た
。
　
　
分
家

の
荒
金
氏
も
宗
十
郎
が
、
県
議
会
議
員
と
な
り
、
本
家
の
猪
六
と

一
時
別
府
の
政
財
界
を
牛
耳
っ
て
い
た
が
、
選
挙
に
巨
費
を
投
じ

て
次
第
に
衰
え
、
「
井
戸
塀
」
に
き
し
て
し
ま
っ
た
。

　
荒
屋
衰
微
の
兆
候
は
万
延
年
間
の
は
じ
め
に
あ
っ
た
と
云
う
噂

が
あ
っ
た
。

　
猪
六
の
祝
言
の
夜
、
披
露
宴
の
最
中
に
金
蔵
の
屋
根
の
鬼
瓦
に

長
さ
三
間
、
胴
回
り
Ｉ
尺
五
寸
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
白
大
蛇
が

わ
れ
て
、
驚
い
た
宴
席
の
も
の
が
大
騒
ぎ
し
た
。
巷
間
で
は
瑞
祥

か
不
祥
の
噂
が
持
ち
上
が
っ
た
。
市
郎
兵
衛
は
極
月
の
三
十
日
に

朝
八
幡
宮
で
、
厄
払
い
の
た
め
に
前
代
未
聞
の
大
祭
を
催
し
た
。

村
人
は
「
一
決
屋
の
千
両
祭
」
と
評
判
し
た
が
、
古
老
の
話
で
は
不

吉
な
予
感
は
消
え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
荒
屋
の
末
路
は
、
ご
他
聞
に
も
れ
ず
放
蕩
の
末
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
嫉
妬
に
根
ざ
す
世
情
の
噂
で
あ
ろ
う
か
。
二
百
年
近
く
も

地
方
の
経
済
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
大
家
の
史
料
が
、
こ
れ
程
完
璧

に
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
謎
と
い
う
以
外
に
は
な
い
。
理
由
は
と

も
あ
れ
よ
ほ
ど
丹
念
に
処
分
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
荒
屋
の
興
亡
は
、
庭
園
の
内
か
ら
一
部
始
終
を
眺
め
て
い
た
内

田
病
院
前
の
大
蘇
鉄
に
聞
く
よ
り
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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